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多機能盛土による土壌中セシウム移行抑制に関する実証実験（Ⅱ） 

大石 徹（日鉄住金環境），伊藤 洋（北九州市立大学），安藤 彰宣（旭化成ジオテック） 
1． はじめに 

筆者らが重金属汚染土壌処理のために提案した、長期隔離・保管・浄化・管理機能を有する「多機能盛土」技

術をベースとして、放射線遮蔽、Cs吸着、降雨浸透抑制等の機能を付加した「多機能盛土」（R型）を提案し、北

九州市エコタウン内で非放射性の塩化セシウムを添加した模擬汚染土壌＝CsCl層（Cs溶出量：12.0μg/L 、含有

量計算値：1.40㎎/㎏）を使用した実証実験を実施して、降雨浸透量の抑制とCs吸着剤を使用した吸着層により

セシウム積算溶出量が低減されることを確認した。

２．多機能盛土（R型）の構造概念 

ジオセルにより側面の放射線遮蔽壁を構築し、盛土中央部に放射能汚染物を収納する。その上下にCs吸着層を、

最上部に通気性を有する雨水の透水抑制シートを配した。汚染物からCsを含む浸出水が発生した場合は下部の吸

着層で浄化される。また蒸発によるCsの上方移動・濃縮を防ぐために上部にも吸着層を配置した。底面には砂利

等の通気層を配置して盛土内が嫌気雰囲気となることを防いでいる。 

（１）降雨浸透の抑制強化：ガス透過性で透水抑制機能が高い、通気･透水抑制降雨排水シートの採用

（２）側壁の強度強化、施工時間短縮：ジオセルの採用、耐震性の向上：ジオテキスタイルの併用

（３）遮蔽資材の選定：通常では砂を使用（放射線強度が高い場合には、鉛ガラスカレット、スラグ等を使用）

（４）Cs 吸着剤：高塩分濃度でも使用可能なゼオライト系吸着剤（6.5Å×7.0Åモルデナイトと 11Å合成トベ

ルモリ石を機能成分として含む）、鉄ゼオライト系吸着剤（汚泥からの硫化水素対策で、ゼオライト系吸着

剤に活性水酸化鉄を配合したもの）の採用

（５）底部通気層の新設：粒径の大きい砂利層を使用
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図-1多機能盛土（R型）の概念 図-2実証実験施設 

３．実証実験結果 
(1) 6.1.降雨量 10mm/d（室内実験）の場合のセシウム積算溶出量の経時変化

無対策の勾配は経時的に上昇している。これと比較して吸着剤のケースでは、かなり小さくなっている。（図-3）

(2) 6.2.降雨量 100mm/d（室内実験）の場合のセシウム積算溶出量の経時変化

かなりの豪雨であるこのケースでは無対策が大きく、吸着剤はやや小さくなっている。（図-4）

(3) 端部モデルのセシウム積算溶出量は、コントロール実験槽の約1.6％で、98.4％の低減効果となった。（図-5）

多機能盛土では透水抑制機能が高い通気･透水抑制降雨排水シートの採用でセシウムの積算溶出量を低減する。

48.3

6.8

0

10

20

30

40

50

60

1 10 100 1000 10000

積
算
溶
出
量

(μ
ｇ

)

降雨10ｍｍ時の積算溶出量(mL)

無対策

吸着剤3%

16.5

13.5

0

4

8

12

16

20

1 10 100 1000 10000

積
算
溶
出
量
(m
g)

降雨100ｍｍ時の積算溶出量(mL)

無対策

吸着剤3%

1.65

17.4

64.2

0

20

40

60

80

100

0.565mm/d（実証実験） 10mm/d(室内） 100mm/d(室内）

Cs溶出量の比較

無対策

吸着剤

（％）

図-3 Cs積算溶出量(10mm)  図-4 Cs積算溶出量(100mm) 図-5降雨浸透量とCs積算溶出量の比較 

P2-01

- 75 -


